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このチュート リアルについて

このチュート リ アルでは、SmartXplorer の概要と、その機能をタイ ミ ング ク ロージャを達成するた

めに使用する方法を示します。

このチュート リ アルには、 2 つのバージ ョ ンがあ り ます。

• ISE® Project Navigator ユーザー用 :  SmartXplorer を Project Navigator から使用する方法を

説明します。 

• コマンド  ライン  ユーザー用 :  ほと んどの Microsoft Windows ユーザーは ISE Project Navigator
からザイリ ンク ス  ツールを使用しているので、 このチュート リ アルでは主に Linux プラッ ト

フォームでの SmartXplorer の使用について説明します。 内容は、 必要に応じて  Microsoft
Windows オペレーティ ング  システムにも簡単に適用できます。

どちらのバージ ョ ンにも、詳細な手順を示す演習が含まれており、SmartXplorer のさまざまな機能

を順を追って学ぶこ とができます。

重要 : 12.1 リ リースから、 SmartXplorer で Xilinx® Synthesis Technology (XST) および 
Synplify 合成ツールがサポート されるよ うにな り ました。 複数のインプ リ メンテーシ ョ ン ス ト
ラテジを実行する前に、 複数の合成ス ト ラテジを実行してインプ リ メンテーシ ョ ンの実行に使
用する最良の合成済みネッ ト リ ス ト を選択できます。 SmartXplorer での合成の実行は、 コマン
ド  ラ インのみでサポート され、 ISE 環境では使用できません。 SmartXplorer での合成の実行に
ついては、 コマンド  ラ イン ユーザー用の SmartXplorer チュート リ アルを参照して ください。

このチュート リ アルでは、 SmartXplorer のすべてのオプシ ョ ンおよび機能は説明していません。

チュート リアルの内容

このチュート リ アルは、 次の章から構成されています。

• 第 1 章 「SmartXplorer の概要」 : SmartXplorer の機能を説明します。

• 第 2 章 「チュート リ アルの説明」 : 各演習で学ぶ機能について概要を説明します。 各演習を完了

するのに必要な時間も示します。

• 第 3 章 「演習の準備」 : 各演習で使用するデザインの入手先と インス トール方法を示します。

• 第 4、 5、 6、および 7 章 : 各演習の詳細を示します。 演習の概要と、演習を完了するために必要

な詳細な手順を説明します。

♦ 第 4 章 「演習 1 : 基本フロー」

♦ 第 5 章 「演習 2 : カスタム ス ト ラテジの作成」

♦ 第 6 章 「演習 3W : 複数のス ト ラテジの同時実行 (Windows)」

♦ 第 7 章 「演習 3L : 複数のス ト ラテジの同時実行 (Linux)」

• 付録 A 「カスタム ファ イル」 : カスタム ス ト ラテジ ファ イルおよびホス ト  リ ス ト  ファ イルの

例を示します。 また、 さまざまなタスクでの SmartXplorer の設定も含まれています。

http://japan.xilinx.com
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このチュート リアルについて

その他のリソース

追加の資料は、 次の Web サイ トから参照できます。

http://japan.xilinx.com/support/documentation/index.com

シ リ コンやソフ ト ウェア、IP に関するアンサー データベースを検索したり、テクニカル サポートの

ウェブ ケースを開く場合は、 次の Web サイ トにアクセスして ください。

http://japan.xilinx.com/support

表記規則

このマニュアルでは、 次の表記規則を使用しています。 各規則について、 例を挙げて説明します。

書体

次の規則は、 すべてのマニュアルで使用されています。

表記規則 使用箇所 例

Courier フォン ト

システムが表示する メ ッセージ、

プロンプ ト、プログラム ファ イル

を表示します。

speed grade: - 100

Courier フォン ト  
(太字)

構文内で入力する コマン ド を示

します。
ngdbuild design_name

イタ リ ッ ク  フォン ト
ユーザーが値を入力する必要の

ある構文内の変数に使用します。
ngdbuild design_name

二重/一重かぎかっこ

『 』、 「」

『 』 はマニュアル名を、「 」 はセク

シ ョ ン名を示します。

詳細については、 『開発システム

リ ファレンス  ガイ ド』の「PAR」を

参照して ください。

角かっこ  [  ]

オプシ ョ ン の入力 ま たはパ ラ

メータを示しますが、 bus[7:0]

のよ う なバス仕様では必ず使用

します。 また、GUI 表記にも使用

します。

ngdbuild [option_name]

design_name

[File] → [Open] をク リ ッ ク し

ます。

中かっこ  {  }
1 つ以上の項目を選択するための

リ ス ト を示します。
lowpwr ={on|off}

縦棒  |
選択する リ ス ト の項目を分離し

ます。
lowpwr ={on|off}

縦の省略記号

.

.

.

繰り 返し項目が省略されている

こ とを示します。

IOB #1: Name = QOUT’ 

IOB #2: Name = CLKIN’

.

.

.

横の省略記号 . . .
繰り 返し項目が省略されている

こ とを示します。

allow block  block_name loc1
loc2 ... locn;

http://www.xilinx.com/cgi-bin/SW_Docs_Redirect/sw_docs_redirect?locale=jp&topic=xilinx+literature
http://japan.xilinx.com
http://www.xilinx.com/cgi-bin/SW_Docs_Redirect/sw_docs_redirect?locale=jp&topic=support
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表記規則

オンライン マニュアル

このマニュアルでは、 次の規則が使用されています。

表記規則 使用箇所 例

青色の文字
マニュアル内の相互参照を示し

ます。

詳細は、「その他のリ ソース」 を参

照して ください。

詳細は、第 1 章 「タイ トル フォー

マッ ト 」 を参照して ください。

青色の下線付き文字
Web サイ ト  (URL) へのハイパー

リ ンクです。

最新のスピード  ファ イルは、

http://japan.xilinx.com から入手

できます。

http://japan.xilinx.com
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このチュート リアルについて
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第 1 章

SmartXplorer の概要

概要

SmartXplorer は、 最短時間でタイ ミ ング クロージャを達成するこ とを目標と しています。

タイ ミ ング ク ロージャは、 FPGA デザインにおいて最大の課題の 1 つです。 ザイ リ ンクスでは、 タ

イ ミ ング ク ロージャの達成をサポートするため、 次の点に焦点を置いています。

• 合成およびインプ リ メンテーシ ョ ン アルゴ リズムの向上

• PlanAheadô ソフ ト ウェアおよび FPGA Editor などの高度なグラフ ィカル解析ツールの提供

FPGA ツールは使いやすくなってきており、 高度な機能を提供するよ うになってきていますが、 す

べてのデザイン状況を予測するのは困難です。 デザイン サイクルの最終段階になってから問題が見

つかる場合もあ り ます。 

設計者の経験レベルにかかわらず、HDL コードを変更したり配置制約を使用する前に、異なるツー

ル オプシ ョ ンを変更するのが通常のアプローチです。 ツール オプシ ョ ンを変更するのは非常に簡

単ですが、 よ り よいオプシ ョ ンをどのよ うに見つけ出すかが問題となり ます。 

SmartXplorer の主な利点

SmartXplorer には、 主に次の 2 つの利点があ り ます。

• あらかじめ定義されたインプリ メ ンテーショ ン  スト ラテジまたはユーザー定義のインプリ メ ン

テーショ ン  スト ラテジを複数使用してデザインを実行し、タイ ミ ングを満たすこと ができます。

メモ : デザイン ス ト ラテジとは、 エリ ア、 スピード、 消費電力など、 特定のデザインの目標を

達成するためのプロセス  プロパティ とその値の組み合わせです。

• 複数のス ト ラテジを複数のマシンで同時に実行し、 ジ ョブを短時間で完了します。

デザイン スト ラテジ

SmartXplorer では、 あらかじめ定義されたス ト ラテジが複数提供されています。 これらのス ト ラテ

ジは、 各 FPGA ファ ミ リ用に個別に選択され、 調整されています。 この選択は、 特定のソフ ト ウェ

ア バージ ョ ンで最適に機能するこ とを確実にするため、 各メジャー リ リースで修正されます。

独自の経験に基づいて、 カスタム ス ト ラテジまたはスク リプ ト を作成するこ と もできます。

SmartXplorer ではこれらのカスタム ス ト ラテジをシステムに統合し、 それらのみを使用したり、

SmartXplorer で提供されているス ト ラテジと組み合わせて使用できます。 

SmartXplorer は、プロジェク トの最終段階だけでなく、 プロジェク ト  サイクル全体で使用するこ と

によ り、 デザイン サイクルの最終段階で緊急事態が発生するのを回避または削減できます。 定期的

に実行してデザインの状態を監視し、 タイ ミ ングが許容範囲内にあるこ とを確認するこ とをお勧め

します。

http://japan.xilinx.com
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並列実行

複数のデザイン ス ト ラテジ (ジ ョブ) を同時に実行する と、 プロジェク ト を短時間で完了できます。

この機能は、 ご使用のオペレーティング システムによって異なり ます。 

Linux OS

ネッ ト ワーク上の複数のマシンで複数のジ ョブを並列実行できます。 これには、 次の 2 つの方法が

あ り ます。

• 通常の Linux ネッ ト ワーク  :  ネッ ト ワーク上でのジ ョブの分配は SmartXplorer で管理されま

す。 使用するマシンのリ ス トが必要です。

• LSF (Load Sharing Facility) または SGE (Sun Grid Engine) コンピュータ  ファーム :  ジ ョブの

分配は、 LSF または SGE で管理されます。 SmartXplorer に同時に割り当て可能なマシンの数

を指定します。

Linux ネッ ト ワークへのアクセスがない場合でも、個人の Linux マシンにマルチコア プロセッサま

たは複数のプロセッサがあれば、 複数のジ ョブを並列実行できます。

Microsoft Windows OS

1 つの Windows マシンにマルチコア プロセッサまたは複数のプロセッサが搭載されている場合、

複数のス ト ラテジを同時に実行できます。

1 つの Linux または Windows マシンの使用

ネッ ト ワーク上の Linux サーバーへのアクセスがなく、ローカル コンピュータしか使用できない場

合は、 マシンにマルチコア プロセッサがあるか複数のプロセッサがあるこ とを確認して ください。

まず、 ご使用のマシンで同時に実行可能なジ ョブの数を予測する必要があ り ます。 

論理的には、 同時に実行可能なジ ョブの数は次のよ うに算出されます。

Nb_Of_Jobs = P * C

こ こで、 P はプロセッサの数、 C はプロセッサごとのコアの数です。 

たとえば、 デュアル コア プロセッサが 4 つある場合、 8 個のジ ョブを同時に実行できます。

ただし、 使用可能なメモリ、 メモ リの速度、 ハード  ド ライブの速度によっては、 コンピュータで上

記の式で求めた最大数のジ ョブを処理できない可能性があ り ます。 

次に、 並列実行に関する ヒン ト を示します。

ヒン ト  1 : デザインのメモリ要件のため、 マシンで一度に 1 つのス ト ラテジしか実行できない場合

は、 すべてのス ト ラテジを順次に実行する必要があ り ます。 このよ うな場合、 夜間に SmartXplorer
を実行する と有益です。 

ヒン ト  2 : タイ ミ ングの問題を解決している場合、 デザインに含まれるブロ ッ クを個別に実行する

こ と もできます。 これらのブロ ッ クに対してであれば複数のス ト ラテジを同時に実行できる可能性

があ り、 時間を節約できます。

http://japan.xilinx.com
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このチュート リ アルでは小型のデザインを使用しており、 演習を短時間で完了できるよ うになって

います。 SmartXplorer の主な機能をすべて含むチュート リ アル全体を、30 分以内で完了できます。 

演習は、順番に実行するこ とをお勧めします (演習 1、演習 2 など)。 ただし、各演習は独立しており、

特定の機能をすぐに学ぶ必要がある場合は、 どの順序で実行しても問題あ り ません。

SmartXplorer には、 主に次の 2 つの利点があ り ます。

• あらかじめ定義されたデザイン  スト ラテジまたはユーザー定義のスト ラテジを使用するこ と に

より 、 タイ ミ ング  ク ロージャの達成をサポート します。

• 複数のス ト ラテジを複数のマシンで同時に実行し、 ジ ョブを短時間で完了します。

このチュート リ アルでは、 これらの 2 つの機能を別々に説明します。

• 演習 1 および演習 2 では、 タイ ミ ング クロージャについて説明します。 これら  2 つの演習で

は、 すべてのデザイン ス ト ラテジを 1 つずつ順番に実行します (複数のス ト ラテジを並列実行

する機能はオフ)。 

• 演習 3 では、 複数のス ト ラテジの並列実行について説明します。

複数のマシン間でのジ ョブの分配は Linux OS でのみサポート されているので、 演習 3 は 2 つ
の部分に分かれています。 

♦ 演習 3W は、 マルチコア  プロセッ サまたは複数のプロセッ サを持つ Windows マシン用

です。

♦ 演習 3L は、Linux ネッ ト ワーク、LSF および SGE コンピュータ  ファーム、マルチコア プ
ロセッサまたは複数のプロセッサを持つマシン用です。

http://japan.xilinx.com
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次の表に、 すべての演習の概要を示します。

演習の実行に必要な知識

演習を実行するには、ISE® Project Navigator 環境に関する基本的な知識が必要です。 演習を開始す

る前に、 次の操作を実行できるこ とが必要です。

• ザイ リ ンクス  FPGA インプリ メンテーシ ョ ン フローの主要なステップとその実行方法

合成、 変換 (NGDBuild)、 マップ、 配置配線、 およびタイ ミ ング解析 (TRCE) 

• 既存のプロジェク ト を開く、 閉じる

表 2-1 : 演習の概要

演習番号とタイ トル 時間 説明する機能

演習 1 : 基本フロー 15 分 • SmartXplorer の Project Navigator への統合についてと実行方法

• 最終結果のレポート方法、 保存方法、 および活用方法

• 前回の実行で得られた結果をさ らに向上する方法

• あらかじめ定義されたス ト ラテジと追加の反復を一度に実行するよ う  
SmartXplorer を設定する方法 (夜間実行など)

演習 2 : カスタム ス ト ラテジの

作成

5 分 • カスタム ス ト ラテジ ファ イルを作成し、 SmartXplorer で使用する方法

演習 3W : 複数のス ト ラテジの

同時実行 (Windows)
5 分 • 複数のス ト ラテジの並列実行

演習 3L : 複数のス ト ラテジの

同時実行 (Linux)
10 分 • 環境を設定して複数のス ト ラテジを並列実行する方法

• 通常の Linux ネッ ト ワーク、 LSF および SGE コンピュータ  ファーム

http://japan.xilinx.com
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この章では、 各演習用にデザインを準備する方法を説明します。 

デザインの概要

このチュート リ アルのすべての演習で、 Spartan®-6 xc6slx4-3tqg144 デバイスをターゲッ ト とする

小型の stopwatch デザインを使用します。 

手順 (Linux および Windows)
1. 次のサイ トから  UG689.zip ファ イルをダウンロード します。

https://secure.xilinx.com/webreg/clickthrough.do?cid=148526&license=RefDesLicense

2. SmartXplorer 演習データを保存する  sx_labs ディ レク ト リ を作成します。

3. UG689.zip ファ イルを sx_labs ディ レク ト リにコピーします。

4. UG689.zip ファ イルを解凍します。 ディ レク ト リ構造は、 次のよ うにな り ます。 

各演習のディ レク ト リ には、 watchvhd.xise と いう 名前の ISE プロジェク ト が含まれてい

ます。

https://secure.xilinx.com/webreg/clickthrough.do?cid=148526&license=RefDesLicense
http://japan.xilinx.com
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目標

この演習では、 次の内容を学びます。

• SmartXplorer の Project Navigator への統合について

• あらかじめ定義されている  SmartXplorer ス ト ラテジの実行方法

• 最終結果のレポート方法、 保存方法、 および活用方法

• 前回の実行で得られた結果に基づき、 実行を追加で反復してタイ ミ ングを向上する方法

演習

手順 1 : 演習プロジェク ト を開く

lab1 ディ レク ト リにある  stopwatch.xise プロジェク ト を開きます。

手順 2 : デフォルトのオプシ ョ ンを使用した SmartXplorer の実行

SmartXplorer をデフォルトのオプシ ョ ンを使用して実行します。 フローの主な手順を示し、結果に

ついて説明します。

1. [Tools] → [SmartXplorer] → [Launch SmartXplorer] をク リ ッ クするか、 またはツールバーの

[Launch SmartXplorer] ボタン  をク リ ッ ク します。

http://japan.xilinx.com
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2. [OK] をク リ ッ ク し、 デフォルトのオプシ ョ ンで SmartXplorer を起動します。

X-Ref Target - Figure 4-1

図 4-1 : [Launch SmartXplorer] ダイアログ ボックス (Linux)

X-Ref Target - Figure 4-2

図 4-2 : [Launch SmartXplorer] ダイアログ ボックス (Windows)

http://japan.xilinx.com
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SmartXplorer フローは、異なるオプシ ョ ンを使用したマップ、配置配線、TRCE の複数の実行

で構成されています。 各実行の最初に、必要に応じて Project Navigator で合成および変換プロ

セスが実行されます。

SmartXplorer の実行を開始する と、 ステータス と最終的な結果を示す表が表示されます。 表の

各行は、 Spartan-6 ファ ミ リ用の 7 つのビルト イン ス ト ラテジの 1 つを示します。 

この表は、SmartXplorer の実行中随時アップデート されます。 次に、中間状態の例を示します。

MapRunTime ス ト ラテジの [Status] 列は [Done] となっており、 完了しているこ とがわかり ま

す。 このス ト ラテジの実行には 40 秒かかり、タイ ミ ング スコアは 1806 であるのでタイ ミ ング

制約は満たされていません。 この行は緑色で表示されており、 現時点ではこのス ト ラテジで最

良のタイ ミ ングが得られているこ とを示します。

MapGlobOptLogOptRegDup ス ト ラテジは現在実行中で、 マップ段階です。

SmartXplorer ですべてのス ト ラテジの実行が完了する と、 表は次のよ うにな り ます。 
MapGlobOptLogOptRegDup ス ト ラテジのタイ ミ ング スコアが最小であ り、タイ ミ ングの点か

らこれが最良のス ト ラテジであるこ とがわかり ます。

http://japan.xilinx.com
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3. MapGlobOptLogOptRegDup ス ト ラテジの [Status] 列の [Done] リ ンクをク リ ッ クする とデザ

イン サマリが開き、 こ こから  MapGlobOptLogOptRegDup ス ト ラテジに対して生成されたす

べてのレポート を参照できます。

http://japan.xilinx.com
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手順 3 : SmartXplorer の結果の使用

生成された SmartXplorer の結果を使用する方法を説明します。

[Design] パネルの [Processes] ペインでは、[Map] および [Place & Route] プロセスにステータス  ア
イコンがなく、実行されていないこ とが示されています。これは、SmartXplorer フローが ISE Project
Navigator 環境に通常のフローと並列に存在しているからです。 

SmartXplorer のすべての結果は、 通常のフローとは別に smartxplorer_results ディ レク ト リ

に保存されます。 各 SmartXplorer ス ト ラテジの結果は、 個別のディ レク ト リ  (run1、 run2、 ...、
run7) に保存されます。

SmartXplorer の結果を、今後の実行で使用できるよ う通常の Project Navigator フローにインポート

(コピー ) できます。 結果をコピーする と、 プログラム ファ イルの生成、詳細なタイ ミ ング解析、 シ

ミ ュレーシ ョ ン、 消費電力予測を実行できます。 結果をコピーするには、 次の手順に従います。

1. MapGlobOptLogOptRegDup ス ト ラテジの結果を通常の Project Navigator フローにコピーす

るには、 SmartXplorer の結果の表で [Copy Results] をク リ ッ ク します。 Project Navigator で、

次の処理が実行されます。

♦ マッ プ、 配置配線、 およびタイミ ング解析のすべてのファイルが watchvhd プロジェク ト

ディ レク ト リ にコピーされます。 通常のフローのデザイン  サマリ もアップデート されます。

♦ マップ、配置配線、およびタイ ミ ング解析プロセスのステータスがアップデート されます。

http://japan.xilinx.com
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♦ 現在のマップおよび配置配線オプシ ョ ンが MapGlobOptLogOptRegDup ス ト ラテジのオ

プシ ョ ンに置き換えられます。 ス ト ラテジで明示的に指定されているオプシ ョ ンはすべて

ロ ッ ク され、[Process Properties] ダイアログ ボッ クスでプロパティの横に鍵アイコンが表

示されます。

メモ : ロ ッ ク されているオプシ ョ ンを変更する場合は、[Project] → [Design Goals & Strategies]
をク リ ッ ク してロ ッ クを解除する必要があ り ます。 

2. SmartXplorer の結果を活用して、 通常の Project Navigator フローで設計を継続します。 

重要 : SmartXplorer を再実行するには、SmartXplorer の結果に対して開いているデザイン サ
マ リおよびレポート をすべて閉じる必要があ り ます。 これは、 SmartXplorer が起動する前に以
前に生成されたデータ  ファ イルがすべて削除されるからです。 開いているレポートがある と、
SmartXplorer で以前に生成された結果をク リーンアップできません。 この場合、 [Console] パ
ネルに 「permission denied」 というエラーが表示され、 SmartXplorer が停止します。

http://japan.xilinx.com
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手順 4 : 実行を追加で反復してタイ ミングを向上

前の手順で、 MapGlobOptLogOptRegDup ス ト ラテジで最良のタイ ミ ング結果が得られました。 こ
のス ト ラテジを異なるコス ト  テーブルを使用してさらに 5 回実行し、 タイ ミ ングを向上します。 コ

ス ト  テーブルの詳細は、 『コマンド  ラ イン ツール ユーザー ガイ ド』 を参照して ください。

メモ : この手順を実行する前に、 MapGlobOptLogOptRegDup ス ト ラテジの結果を通常の Project
Navigator 環境にインポートする必要があ り ます。この演習では、この操作は「手順 3 : SmartXplorer
の結果の使用」 で実行済みです。

1. [Tools] → [SmartXplorer] → [Lanuch SmartXplorer] をク リ ッ ク し、[Launch SmartXplorer] ダ
イアログ ボッ クスで [Use the current process properties and iterate Cost Table only] をオンにし

ます。

2. 前の手順で、MapGlobOptLogOptRegDup ス ト ラテジはデフォルトのコス ト  テーブル 1 で実行

されているので、 [Starting Placer Cost Table] を 2 に設定します。 これによ り、追加の実行では

コス ト  テーブル 2、 3... が使用されます。

3. [Maximum number of runs] を 5 に設定します。

X-Ref Target - Figure 4-3

図 4-3 : コス ト  テーブルと実行回数の設定 (Linux)
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4. [OK] をク リ ッ ク します。

SmartXplorer の追加実行によ り、 タイ ミ ングが満たされました。 

ス ト ラテジは 2 回しか実行されませんでした。 これは、 タイ ミ ング制約が満たされた時点で

SmartXplorer の実行を終了するよ うデフォルトで設定されているからです。コス ト  テーブル 3
(MapGlobOptLogOptRegDupCT3) でタイ ミ ングが満たされたため、その時点で SmartXplorer
の実行が終了しました。

[Lanuch SmartXplorer] ダイアログ ボッ クスで [Run all strateties/iterations] をオンにする と、

タイ ミ ングが満たされた場合でも指定回数だけス ト ラテジが実行され、各コス ト  テーブルのパ

フォーマンスを比較できます。

メモ : この手順で説明した手法は、異なる方法で使用できます。 たとえば、通常の Project Navigator
フローを使用していて十分小さいタイ ミ ング スコアが得られた場合、SmartXplorer を使用して現在

のプロジェク ト設定で異なるコス ト  テーブルを適用できます。 

X-Ref Target - Figure 4-4

図 4-4 : コス ト  テーブルと実行回数の設定 (Windows)
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手順 5 : あらかじめ定義されたスト ラテジと追加の反復を一度に実行

前の手順では、 2 段階でタイ ミ ング制約を満たすこ とができました。 最初の段階 「手順 3 : 
SmartXplorer の結果の使用」 であらかじめ定義されたス ト ラテジをすべて実行して最良のス ト ラ

テジを見つけ、 次の段階 「手順 4 : 実行を追加で反復してタイ ミ ングを向上」 で最良のス ト ラテジ

を異なるコス ト  テーブルを使用して実行しました。

同じ手順を、 1 つの段階で実行できます。 これは、 夜間にジ ョブを実行する場合などに有益です。

[Launch SmartXplorer] ダイアログ ボッ クスで、 次のよ うに設定します。

1. [Use built-in SmartXplorer strategies] をオンにします。

2. [Maximum number of runs] を 12 (あらかじめ定義されたス ト ラテジ 7 つ + 5 つの追加実行) に
設定します。

3. タイ ミ ングが満たされた場合でもすべてのス ト ラテジを実行する場合は、 [Run all strategies/
iterations (even after timing met)] をオンにします。

4. [OK] をク リ ッ ク します。

[SmartXplorer] ウ ィンド ウに、 次のよ うな結果が表示されます。

まとめ

この演習では、SmartXplorer を Project Navigator 環境から実行し、あらかじめ定義されている  7 つ
のス ト ラテジを実行して結果を取得しました (段階 1 「手順 3 : SmartXplorer の結果の使用」 )。

その後、 今後の実行で使用するため SmartXplorer の結果を通常の Project Navigator フローにイン

ポート しました。

また、最良のス ト ラテジを 5 つの異なるコス ト  テーブルを使用して実行し、 タイ ミ ングを向上しま

した (段階 2 「手順 4 : 実行を追加で反復してタイ ミ ングを向上」 )。 

最後に、あらかじめ定義されているス ト ラテジと追加の反復を一度に実行する方法を説明しました。
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演習 2 : カスタム スト ラテジの作成

目標

あらかじめ定義されている  7 つのス ト ラテジを実行した結果、 2 つのス ト ラテジでほかの 5 つのス

ト ラテジよ り常によい結果が得られた場合、今後の実行ではこれら  2 つのス ト ラテジのみを実行し、

ほかの 5 つはスキップします。

また、 デザインで最適な結果を得られるス ト ラテジを手動で見つけた場合、 これらのス ト ラテジを

SmartXplorer で実行できる と便利です。

どちらの場合でも、 カスタム ス ト ラテジ ファ イルを作成し、 SmartXplorer で使用できます。

この演習では、 カスタム ス ト ラテジを作成し、 SmartXplorer で実行する方法を示します。 

演習

手順 1 : 演習プロジェク ト を開く

lab2 ディ レク ト リにある  stopwatch.xise プロジェク ト を開きます。

手順 2 : 2 つの最良のスト ラテジの特定

演習 1 では、 あらかじめ定義されたス ト ラテジに対して次に示す結果が得られており、

MapGlobOptLogOptRegDup と  MapRegDup で最良の結果が得られたこ とがわかり ます。
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手順 3 : カスタム スト ラテジ ファイルの作成

MapGlobOptLogOptRegDup および MapRegDup に基づくカスタム ス ト ラテジを作成する前に、こ

れらのス ト ラテジで使用されているオプシ ョ ンを確認する必要があ り ます。 

この情報は、lab1\smartxplorer_results ディ レク ト リにある  smartxplorer.txt ファ イル

に保存されています。 このファ イルには、 前回実行されたス ト ラテジのオプシ ョ ンがすべて含まれ

ます。 lab2 ディ レク ト リの lab1_smartxplorer.txt ファ イルに、このファイルの内容が含まれ

ています。 

この情報を使用して、ス ト ラテジ ファ イルを作成します。 MapGlobOptLogOptRegDup ス ト ラテジ

の名前を My_Strat_1 に、 MapRegDup ス ト ラテジの名前を My_Strat_2 に変更します。 

1. lab2 ディ レク ト リ にある  my_strategy.txt ファ イルを開きます。このファイルに My_Strat_1
と  My_Strat_2 の定義が含まれています。 

2. [Tools] → [SmartXplorer] → [Launch SmartXplorer] をク リ ッ クするか、 またはツールバーの

[Launch SmartXplorer] ボタン  をク リ ッ ク します。

----------------------------------------------------------------------
 Strategy : MapGlobOptLogOptRegDup
----------------------------------------------------------------------
 Run index   : run2
 Map options : -ol high -xe n -global_opt speed -logic_opt on -
register_duplication on -w
 Par options : -ol high -xe n
...
----------------------------------------------------------------------
 Strategy : MapRegDup
---------------------------------------------------------------------
 Run index   : run4
 Map options : -ol high -xe n -register_duplication on -w
 Par options : -ol high -xe n
...

{ 
"spartan6":
{
"MAP-Par options":
(
{"name": "My_Strat_1",
"map": " -ol high -xe n -global_opt speed -logic_opt on register_duplication on -
w ",
"par": " -ol high -xe n"},
{"name": "My_Strat_2",
"map": " -ol high -xe n -register_duplication on -w",
"par": " -ol high -xe n"},
),
},
}
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3. [Other SmartXplorer command line options] フ ィールドで、 -sf オプシ ョ ンを使用して

my_strategy.txt ファ イルを指定します。

4. 2 つのカスタム ス ト ラテジのみが実行されるこ とを確実にするため、 [Maximum number of
runs] を 2 に設定します。

X-Ref Target - Figure 5-1

図 5-1 : SmartXplorer の [Maximum number of runs] と  
[Other SmartXplorer command line options] フ ィールド  (Linux)

X-Ref Target - Figure 5-2

図 5-2 : SmartXplorer の [Maximum number of runs] と  
[Other SmartXplorer command line options] フ ィールド  (Windows)
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[Maximum number of runs] を 2 ではなく  5 に設定する と、あらかじめ定義されたス ト ラテジで

の場合と同様に、my_strategy.txt ファ イルに含まれる  2 つのス ト ラテジのう ちよい方のス ト ラ

テジが、異なるコス ト  テーブルを使用して追加で 3 回で実行されます。 これは有効な方法です。

5. [OK] をク リ ッ ク します。

次のよ う な結果が表示されます。 これは、 演習 1 の結果と同じです。

メモ : カスタム ス ト ラテジを使用する場合、[Copy Result] ボタンの操作は正し くサポート されてい

ません。 プロジェク ト  ディ レク ト リにファ イルはコピーされますが、 マップおよび配置配線のオプ

シ ョ ンはプロセス  プロパティに正し くアップデート されません。 手動で対応するオプシ ョ ンを設定

する必要があ り ます。

まとめ

この演習では、カスタム ス ト ラテジ ファ イルを作成し、それを使用してデザインを実行しました。 

また、カスタム ス ト ラテジのサポート とあらかじめ定義されているス ト ラテジのサポートの違いも

説明しました。
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演習 3W : 複数のスト ラテジの同時実行 
(Windows)

重要 : この演習は、 マルチコア プロセッサまたは複数のプロセッサを持つ Windows マシン
用です。

目標

SmartXplorer の主な機能の 1 つに、複数のス ト ラテジを並列して同時に実行できる という機能があ

り ます。

この演習では、 Windows マシンで SmartXplorer で同時に実行可能なス ト ラテジの数を指定し、 ラ

ンタイムがどれだけ短縮されるかを調べます。 

演習

手順 1 : 演習プロジェク ト を開く

lab3 ディ レク ト リにある  stopwatch.xise プロジェク ト を開きます。
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手順 2 : 並列実行可能なスト ラテジ数を 2 に設定して SmartXplorer を実行 
並列実行可能なス ト ラテジの数を 2 に設定して、あらかじめ定義された 7 つのス ト ラテジを実行し

ます。

1. [Tools] → [SmartXplorer] → [Launch SmartXplorer] をク リ ッ クするか、 またはツールバーの

[Launch SmartXplorer] ボタンをク リ ッ ク し、[Launch SmartXplorer] ダイアログ ボッ クスを開

きます。

2. [Number of parallel runs on this machine] を 2 に設定します。

3. [OK] をク リ ッ ク します。 SmartXplorer で次の結果が生成されます。

4. この結果を、7 つのス ト ラテジを 1 つずつ順番に実行した場合と比較する と、7 つのス ト ラテジ

すべてを完了するのにかかる時間は 30% 短縮されています。

この結果は、 次のコンフ ィギュレーシ ョ ンのマシンで得られたものです。

メモ : 1 つのス ト ラテジが完了し、 タイ ミ ングが満たされる と、 現在実行中のス ト ラテジ

の実行がすべて停止します。 これは、複数のス ト ラテジが同時に実行されており、[Run all
strategies/iterations] がオフの場合の動作です。

http://japan.xilinx.com


ISE Project Navigator での SmartXplorer の使用 japan.xilinx.com 31
UG689 (v12.1.1) 2010 年 5 月 28 日

まとめ

上の図で、 グレーの長方形で囲まれている  2 つのス ト ラテジのステータスを見てみます。 
MapGlobOptLogOptRegDupCT3 の後に MapGlobOptLogOptRegDupCT4 が 開始していますが、

MapGlobOptLogOptRegDupCT4 が完了する前に MapGlobOptLogOptRegDupCT3 でタイ ミ ング

が満たされたため、MapGlobOptLogOptRegDupCT4 の実行が停止され、[Status] 列に [Stopped] と
示されています。 

まとめ

この演習では、Microsoft Windows マシンで複数のス ト ラテジを同時に実行する方法を学びました。

SmartXplorer で 2 つのス ト ラテジを同時に実行するこ とによ り、 全体的なランタイムが 30% 短縮

しました。

メモ : 実際の短縮時間は、 マシンのコンフ ィギュレーシ ョ ンによって異なり ます。
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演習 3L : 複数のスト ラテジの同時実行 
(Linux)

重要 : この演習は、 Linux ネッ ト ワーク、 LSF および SGE コンピュータ  ファーム、 マルチ
コア プロセッサまたは複数のプロセッサを持つマシン用です。

目標

この演習では、 通常の Linux ネッ ト ワーク、 LSF および SGE コンピュータ  ファーム、 マルチコア

プロセッサまたは複数のプロセッサを持つマシンでザイ リ ンクス環境を設定し、SmartXplorer を使

用する方法を説明します。

これらのネッ ト ワークで SmartXplorer を使用する場合の考慮事項を示します。

演習

手順 1 :  ザイリンクス環境と結果の保存

SmartXplorer を起動する前に、 次の 2 つの事項を理解する必要があ り ます。

• 各マシンでのザイ リ ンクス  ソフ ト ウェアの環境設定

• SmartXplorer の結果の保存場所

1. ザイ リ ンクス環境の設定

デザイン ス ト ラテジの実行に 3 つの  マシン (L1、L2、および L3) を使用する通常の Linux ネッ

ト ワークの場合を考えてみます。 ISE Project Navigator および SmartXplorer は、 L1 から起動

します。

L2 (L3) でジ ョブを起動する前に、SmartXplorer によ り自動的に L2 (L3) マシンで $XILINX 環
境変数が L1 の $XILINX と同じ値に設定されます。 これは、 次のこ とを意味します。

♦ ザイ リ ンクス  ソフ ト ウェアがネッ ト ワーク上にインス トールされている場合、 L2 (L3) で
そのソフ ト ウェアにアクセスする必要があ り、 また L1 に定義されたネッ ト ワーク  パスが

すべてのマシンで有効となるよ う同じネッ ト ワーク割り当てポイン ト を使用する必要があ

り ます。 

♦ ザイ リ ンクス  ソフ ト ウェアが L1 のローカル ディ スクにインス トールされている場合、L2
(L3) のローカル ディ スクの L1 と同じパスに同じバージ ョ ンのザイ リ ンクス  ソフ ト ウェ

アがインス トールされているこ とが必要です。
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環境変数がこのよ うに設定されるのは、各デザイン ス ト ラテジが同じ条件下で実行されるよ う

にするためです。 $XILINX に加え、L1 で設定されているすべてのザイ リ ンクス環境変数 (接頭

辞 「XIL_」 で始まるもの) が検出され、 L2 および L3 に適用されます。

LSF および SGE コンピュータ  ファームを使用する場合でも、ザイ リ ンクス  ソフ ト ウェアを実

行する各マシンで、 ISE Project Navigator を実行したマシンと同じザイ リ ンクス環境変数が設

定されている必要があ り ます。

2. 結果の保存場所

演習 1 で説明したよ うに、 SmartXplorer の結果はすべて smartxplorer_results という別

ディ レク ト リに保存されます。

複数のマシンを使用する場合でも同じです。 デフォルトでは、 SmartXplorer の結果はすべて

ISE Project Navigator を実行しているマシンに保存されます。 そのため、 すべてのマシンにこ

のディ スク  エリ アに対する読み取り /書き込み権限が必要です。 -wd オプシ ョ ンを使用して、異

なる保存場所を指定するこ と も可能です。

手順 2 : 実行前のチェ ック リス ト

1. 使用するマシンのリ ス ト を作成します。

2. 各マシンで同じザイ リ ンクス環境が設定されているこ とを確認します。

3. すべてのマシンに SmartXplorer の結果が保存されるディ レク ト リへの読み出し /書き込み権限

があるこ とを確認します。

手順 3 : 演習プロジェク ト を開く

lab3 ディ レク ト リにある  stopwatch.xise プロジェク ト を開きます。

http://japan.xilinx.com


ISE Project Navigator での SmartXplorer の使用 japan.xilinx.com 35
UG689 (v12.1.1) 2010 年 5 月 28 日

演習

手順 4 : 通常の Linux ネッ トワークでの SmartXplorer の実行

2 つの Linux マシン xgr-sweng109 および xgr-sweng135 を使用して、あらかじめ定義された 7 つの

ス ト ラテジを実行します。 xgr-sweng109 上では 1 つのジ ョブ、 xgr-sweng135 では 2 つのジ ョブを

同時に実行できる と します。 ISE Project Navigator の実行には、 xgr-sweng135 を使用します。

1. lab3 ディ レク ト リにある  my_strategy.txt ファ イルをテキス ト  エディ タで開きます。 この

ファイルには、 デザイン ス ト ラテジを実行するのに使用するマシンがリ ス ト されています。 こ
のファ イルには、 各マシンの名前を個別の行に記述します。

同じマシンで 2 つのジ ョブを同時に実行できるよ うにするには、 上記の例の xgr-sweng135 の
よ うに、 そのマシンを 2 回リ ス トする必要があ り ます。

メモ : my_hostlist.txt ファ イルで xgr-sweng135 および xgr-sweng109 を実際に使用する

マシンの名前に置き換え、 ファ イルを保存します。

2. [Tools] → [SmartXplorer] → [Launch SmartXplorer] をク リ ッ クするか、 またはツールバーの

[Launch SmartXplorer] ボタン  をク リ ッ ク します。

3. [Use host list file] で my_hostlist.txt ファ イルを指定します。

メ モ : [Launch SmartXplorer] ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク スで [Use hosts specified in list
below] をオンにして、 マシン名を直接指定するこ と も可能です。

4. [OK] をク リ ッ ク します。 次のよ うな表が表示されます。 xgr-sweng135 で 7 つのうち 4 つのス

ト ラテジが実行されました。

メモ : 1 つのス ト ラテジが完了し、タイ ミ ングが満たされる と、現在実行中のス ト ラテジの実行がす

べて停止します。 これは、複数のス ト ラテジが同時に実行されており、[Run all strategies/iterations]
がオフの場合の動作です。

xgr-sweng135
xgr-sweng135
xgr-sweng109
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上の図で、 グレーの長方形で囲まれている  2 つのス ト ラテジのステータスを見てみます。

MapGlobOptLogOptRegDupCT3 の後に MapGlobOptLogOptRegDupCT4 が開始していますが、

MapGlobOptLogOptRegDupCT4 が完了する前に MapGlobOptLogOptRegDupCT3 でタイ ミ ング

が満たされたため、MapGlobOptLogOptRegDupCT4 の実行が停止され、[Status] 列に [Stopped] と
示されています。 

手順 5 : LSF または SGE での SmartXplorer の実行

LSF および SGE コンピュータ  ファームを使用するのは、通常の Linux ネッ ト ワークを使用するの

とほとんど同じで、 ホス ト  リ ス ト  ファ イルを作成して [Use host list file] で指定します。

主な違いは、 ホス ト  リ ス ト  ファ イルでのホス ト  マシンの定義方法です。 LSF および SGE コン

ピュータ  ファームのフォーマッ トは、 次のとおりです。

説明 :

• queue_name : キューの名前を指定します。 「MYQUEUE」 を LSF または SGE キューの名前に

置き換えてください。

• max_concurrent_runs : 同時に実行可能なジ ョブの最大数を指定します。 N に正の整数を指

定してください。

• bsub_options : 追加の LSF オプシ ョ ンを指定します。 「additional_options」 を LSF オ
プシ ョ ンに置き換えてください。 オプシ ョ ンを使用しない場合は、 “” を使用します。

• qsub_options : 追加の SGE オプシ ョ ンを指定します。「additional_options」 を SGE オ
プシ ョ ンに置き換えてください。 オプシ ョ ンを使用しない場合は、 “” を使用します。

例 :

キューの名前が lin64_q、 同時に実行可能なジ ョブの最大数が 6、 指定する  LSF または SGE オプ

シ ョ ンがない場合は、 ホス ト  リ ス ト  ファ イルに次のよ うに記述します。

LSF :LSF {"queue_name": "MYQUEUE", "max_concurrent_runs":N, 
"bsub_options": "additional_options"}

SGE :SGE {"queue_name": "MYQUEUE", "max_concurrent_runs":N, 
"qsub_options": "additional_options"}

LSF :LSF {"queue_name":"lin64_q", "max_concurrent_runs":6, 
"bsub_options": ""}

SGE :SGE {"queue_name":"lin64_q", "max_concurrent_runs":6, 
"qsub_options": ""}
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まとめ

まとめ

この演習では、 複数の Linux マシンで SmartXplorer を使用して複数のデザイン ス ト ラテジを同時

に実行する方法を説明しました。

これらのネッ ト ワークで SmartXplorer を使用する場合の考慮事項を示しました。
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第 7 章 : 演習 3L : 複数のスト ラテジの同時実行 (Linux)
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付録 A

カスタム ファイル

目標

この付録では、 次のものの例を示します。

• カスタム ス ト ラテジ ファ イル

• ホス ト  リ ス ト  ファ イル (Linux)

• さまざまなタスクでの SmartXplorer の設定

カスタム スト ラテジ ファイル

次に、 カスタム ス ト ラテジ ファ イルの例を示します。 Spartan®-6 デバイスの 2 つのス ト ラテジと

Virtex®-5 デバイスの 2 つのス ト ラテジが含まれています。

{
"spartan6":
{
"MAP-Par options":
(
  {"name": "My_Strat_1",
     "map":" -ol high -xe n -global_opt speed -logic_opt on -
register_duplication on -w ",
     "par": " -ol high -xe n"},
  {"name": "My_Strat_2",
     "map": " -ol high -xe n -register_duplication on -w",
     "par": " -ol high -xe n"},
),
},
"virtex5":
{
"MAP-Par options":
(
  {"name": "My_Strat_3",
     "map": " -ol high -xe n -pr b -t 7 -w ",
     "par": " -ol high -xe n"},
  {"name": "My_Strat_4",
     "map": " -ol high -xe n -t 3 -w",
     "par": " -ol high -xe n"},
),
},
}
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ホス ト  リス ト  ファイル (Linux)

通常の Linux ネッ トワーク

次に、 通常の Linux ネッ ト ワーク用のホス ト  リ ス ト  ファ イルの例を示します。 

この例では、SmartXplorer で 4 つのス ト ラテジが同時に実行されます。 3 つの Linux マシンが使用

され、 lin_machine_1 では 2 つのス ト ラテジが同時に実行されます。

LSF コンピュータ  ファーム

次に、LSF コンピュータ  ファーム用のホス ト  リ ス ト  ファ イルの例を示します。 この例では、キュー

名は lin64_q で、 同時に実行可能なジ ョブの最大数は 6 です。

SGE コンピュータ  ファーム

次に、SGE コンピュータ  ファーム用のホス ト  リ ス ト  ファ イルの例を示します。 この例では、キュー

名は lin64_q で、 同時に実行可能なジ ョブの最大数は 6 です。

lin_machine_1
lin_machine_1
lin_machine_2
lin_machine_3

:LSF {"queue_name":"lin64_q", "max_concurrent_runs":6, "bsub_options": ""}

:SGE {"queue_name":"lin64_q", "max_concurrent_runs":6, "qsub_options": ""}
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さまざまなタスクでの SmartXplorer の設定

さまざまなタスクでの SmartXplorer の設定

タスク  1 : あらかじめ定義されているスト ラテジすべてを実行

この例は、あらかじめ定義されている  7 つのス ト ラテジすべてを実行します ([Maximum number of
runs] を 7 に設定)。 Linux の例では、ホス ト  リ ス ト  ファ イルで指定されているマシン上でス ト ラテ

ジが実行されます。 Windows の例では、 同じホス ト上で 2 つのス ト ラテジが同時に実行されます。

タイ ミ ングが満たされる と、 実行は終了します。

X-Ref Target - Figure A-1

図 A-1 : あらかじめ定義されているスト ラテジすべてを実行 (Linux)

X-Ref Target - Figure A-2

図 A-2 : あらかじめ定義されているスト ラテジすべてを実行 (Windows)
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タスク  2 : あらかじめ定義されているスト ラテジの最初の 3 つを実行

この例は、 あらかじめ定義されているス ト ラテジのう ち最初の 3 つのみを実行します ([Maximum
number of runs] を 3 に設定)。 Linux の例では、 ホス ト  リ ス ト  ファ イルで指定されているマシン上

でス ト ラテジが実行されます。 Windows の例では、同じホス ト上で 2 つのス ト ラテジが同時に実行

されます。 タイ ミ ングが満たされる と、 実行は終了します。

X-Ref Target - Figure A-3

図 A-3 : あらかじめ定義されているスト ラテジの最初の 3 つを実行 (Linux)

X-Ref Target - Figure A-4

図 A-4 : あらかじめ定義されているスト ラテジの最初の 3 つを実行 (Windows)
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タスク  3 :  あらかじめ定義されているスト ラテジすべてを実行し、
異なるコス ト  テーブルを使用して追加で 5 回実行

段階 1 : あらかじめ定義されている  7 つのス ト ラテジすべてを実行します。 

段階 2 : 段階 1 から最良のス ト ラテジを選択し、そのス ト ラテジを異なるコス ト  テーブルを使用し

て追加で 5 回実行します ([Maximum number of runs] を 7 + 5 = 12 に設定)。

X-Ref Target - Figure A-5

図 A-5 : あらかじめ定義されているスト ラテジすべてを実行し、

異なるコス ト  テーブルを使用して追加で 5 回実行 (Linux)

X-Ref Target - Figure A-6

図 A-6 : あらかじめ定義されているスト ラテジすべてを実行し、

異なるコスト  テーブルを使用して追加で 5 回実行 (Windows)
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Linux の例では、 ホス ト  リ ス ト  ファ イルで指定されているマシン上でス ト ラテジが実行されます。

Windows の例では、 同じホス ト上で 2 つのス ト ラテジが同時に実行されます。 

タイ ミ ングが満たされる と、 実行は終了します。

タスク  4 : カスタム スト ラテジすべてを実行し、 異なるコスト  テーブルを
使用して追加で 3 回実行

X-Ref Target - Figure A-7

図 A-7 : カスタム スト ラテジすべてを実行し、 異なるコス ト  テーブルを使用して

追加で 3 回実行 (Linux)
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この例では、 カスタム ス ト ラテジ ファ イルに 2 つのス ト ラテジのみが含まれている と します。

段階 1 : カスタム ス ト ラテジ ファ イルで指定されている  2 つのス ト ラテジを実行します ([Other
SmartXplorer command line options] で -sf オプシ ョ ンを指定)。 

段階 2 : 段階 1 から最良のス ト ラテジを選択し、そのス ト ラテジを異なるコス ト  テーブルを使用し

て追加で 3 回実行します ([Maximum number of runs] を 2 + 3 = 5 に設定)。 

Linux の例では、 ホス ト  リ ス ト  ファ イルで指定されているマシン上でス ト ラテジが実行されます。

Windows の例では、 同じホス ト上で 2 つのス ト ラテジが同時に実行されます。 

タイ ミ ングが満たされた場合でも、 5 つのス ト ラテジがすべて実行されます ([Run all strategies/
iterations] をオンに設定)。

X-Ref Target - Figure A-8

図 A-8 : カスタム スト ラテジすべてを実行し、 異なるコス ト  テーブルを使用して

追加で 3 回実行 (Windows)
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